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卒後 勤務先

1
福井県立病院初期研修

2

3 JCHO福井勝山総合病院

4 JADECOMおおい町保健医療福祉施設診療所

5 福井県立病院後期研修（消化器内科）

6 JCHO若狭高浜病院（現在）
福井県立病院
872床 医師177人

JCHO福井勝山総合病院
199床 医師25人

おおい町保健医療福祉施設
診療所 10床 医師3人

JCHO若狭高浜病院
115床 医師6人

私の略歴〜義務年限折り返し地点〜



大飯郡
• おおい町（旧名田庄村＋旧大飯町）

人口8325人、高齢化率29.5%
• 高浜町

人口10596人、高齢化率29.9%

公的医療機関
• 国民健康保険名田庄診療所
• JADECOMおおい町保健医療福祉施設診療所

• 国民健康保険和田診療所
• JCHO若狭高浜病院

嶺南地域
人口10万人対医師数165人
（全国平均240人）
医師不足地域

地域医療〜２年間は大飯郡〜

高浜町

おおい町



有床診療所
• 外来（内科、小外科、整形外科、皮膚科）、健診
• 血液尿検査、消化管内視鏡検査、超音波検査、Xp・CT検査
• 病棟（慢性心不全、誤嚥生肺炎、圧迫骨折、老衰等）
• 訪問診療・看護（24時間365日対応）

隣の市の高次医療機関へは、車で30分以上かかる。
→できる限り、地域で医療を完結してあげたい。

おおい町保健医療福祉総合施設



入院加療、そして老健、在宅療養へ。
一つの施設で医療保健福祉を提供。

平常時や急病時、人生の終焉まで、一人の患者さんと
様々な場所で関わっていくことの素晴らしさを実感。

おおい町保健医療福祉総合施設



住民にとっては、地域に一つしかない病院

JCHO若狭高浜病院



2018年10月に急性期一般病棟を地域包括ケア病棟に転換。
外来、救急、健診、近隣急性期病院との連携など
地域にとって無くてはならない病院に。

JCHO若狭高浜病院



JCHO若狭高浜病院
毎月、初期研修医３〜４名が

地域医療として研修します。

地域に魅せられた医師からの指導が好評です。



学生地域夏期研修 〜ともに地域で働く〜

将来、福井県の地域で働く
自治医科大学生、修学資金奨学生、
地域医療関係者が一堂に会し、
地域医療に対するモチベーションを
高める会

医師となった時、
近隣の病院で再会したり、
困った時に相談ができたり、
顔の見える関係が築ける。



青葉山。
登山で人気の高浜町のシンボル。

観光 〜海と山〜

日本でたった２カ所の
ブルーフラッグ獲得の
“最高の海”。



おおい町大火勢。
救護医として参加させて
頂きました。

高浜町漁火想。
市販の玩具花火を使用した
地元の花火師集団。圧巻です。

観光 〜夏祭り〜

２０２０年は新型コロナ感染対策として
海開き、夏祭りは中止となりました。
通常通りの日常に戻れることを

祈っています。



漁港が近く、
とれたての魚が

スーパーで買えます。


